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ボランティア活動中の事故に備えたボランティア活動中の事故に備えた 令和８年度

ボランティア保険 ・共済ボランティア保険 ・共済

3                           /９
(月)～

全国ボランティア活動保険

■令和８年度の「ボランティア・市民活動実践
団体把握シート」または「地域福祉活動推進
団体登録更新シート」

■保険料
■個人、団体代表の認印（法人の場合は法人印）
■団体の場合は代表者の住所、氏名
■加入者全員の氏名

 【保険料】
　　基本プラン　　　　　　３５０円 /人
　　天災・地震補償プラン　５００円 /人

《加入に必要なもの》

兵庫県ボランティア・
　　　市民活動災害共済

【問い合わせ先】ボランタリー活動プラザみき　☎０７９４-８３-００９０

□ 転倒防止のため、日頃から体力づくりに努めましょう

□ 足元の安全を確認する習慣をつけましょう

□ 活動当日の体調を把握しましょう

□ 準備運動で身体をほぐしてから活動しましょう

□ 疲れを感じたら、必ず休憩しましょう

《補償期間》

　令和８年４月１日 ( 途中加入の場合は、加入申込手続き完了日の翌日 ) ～令和９年３月３１日

安心・安全な活動５大ポイント
心がけひとつで事故を未然に防いだり、程度を軽
減することができます。安心・安全な活動を行う
ために、次の５つのポイントを心掛けましょう。

<「死亡・後遺障害」の保険金額に変更があります >

■令和８年度の「ボランティア・市民活動実践団
体把握シート」または「地域福祉活動推進団体
登録更新シート」

■共済掛金
■法人の場合は法人印
■団体の場合は代表者の住所、氏名
■加入者全員の住所、氏名、電話番号

【共済掛金】
　　市民活動災害共済プラン ５００円 /人
　　天災危険補償プラン　　 ６００円 /人

《加入に必要なもの》

《２０２５年４月１日～１２月３１日現在》

ボランティア事故報告ボランティア事故報告
１０件（傷害９件、賠償１件）

　・活動中、活動先への
　　往復途中の　転倒
　・活動中のケガ、虫刺され
　・会場の一部を破損する　他

間情報月

■日　時：３月８日㊐１３：３０～１５：００
■会　場：三木市立市民活動センター
■対象者：ひきこもりの方を支えるご家族
■定　員：１５名程度
■申込先：ボランタリー活動プラザみき　
　　　　　☎０７９４- ８３- ００９０
　　　　　申込フォーム▶▶▶▶▶

　対人関係や社会生活などに悩みや生きづら
さを抱えた本人を支えるご家族が集い、情報
交換ができる場をつくりました。
　仲間に出会うきっかけにおしゃべり会に参
加しませんか。

ひきこもりのご家族の

おしゃべり会

■日　時 :３月２２日㊐１３：００～１５：００
■場　所：三木市立市民活動センター
■講　師：ひょうご伴走歩協会
■問合先：ボランタリー活動プラザみき
　　　　　☎０７９４－８３ー００９０　　
　　

　伴走・伴歩とは、視覚に障がいがある方
と伴走ひもを使い、声をかけながら走った
り歩いたりすることです。健康づくりや余
暇活動の機会を広げる活動の担い手となる
ボランティアを養成する講座を開催します。

伴走・伴歩ボランティア養成講座

■日　時：３月１５日㊐
マルシェ     9：３０～１３：００
講演会   １３：００～１５：００

■会　場：三木市立市民活動センター
■入場料：前売３，０００円 / 当日３，５００円
　　　　　　※高校生以下は無料
■申込方法：
　①申込フォーム▶▶▶▶▶▶▶▶
　②下記で前売券を購入

・三木労音　　☎０７９４- ８２- ９７７５
・ボランタリー活動プラザみき

　　　　　　　　　☎０７９４- ８３- ００９０
■主　催：Lotus　( ロータス )
■問合先：三木労音 ☎０７９４- ８２- ９７７５

　「～ひとりひとりの花を咲かせよう～」と
題し、池川明先生の講演会を開催。
　午前中はマルシェ ( 入場無料 ) も開催します。

いのちありがとう　vol.5

池川明先生　講演会

▼ instagram

  の受付が始まります！の受付が始まります！

日 曜日 催し物
１ 日 きらきら書道 ▲
２ 月 コミュニケーション麻雀体験会 ▲
３ 火 盲ろう者通訳介助ボランティア養成講座 ●
4 水 さくら草の会 ▲
５ 木
6 金 高齢者ボランティアポイント研修会 ●

7 土
みきおもちゃ病院 ▲
パソコン定期相談 ▲
オレンジカフェ　すまいる ▲

8 日 ひきこもりのご家族の
おしゃべり会 ●

9 月
コミュニケーション麻雀体験会 ▲
ボランティア市民活動相談会
( よかわステーション） ●

10 火
11 水
12 木
13 金
14 土
15 日 Lotus いのちありがとう vol.5 ▲
16 月 コミュニケーション麻雀体験会 ▲
17 火
18 水 さくら草の会 ▲
19 木 市民活動センター　休館日
20 金 S-BASE 卒業ライブ ▲

21 土
みきおもちゃ病院 ▲
パソコン定期相談 ▲

22 日 伴走伴歩ボランティア養成講座 ●

23 月
コミュニケーション麻雀体験会 ▲
Happiness ♪公開練習 ▲

24 火
25 水
26 木
27 金
28 土
29 日
30 月 コミュニケーション麻雀体験会 ▲
31 火

3月

2026 プラザ催しなど ●
ボランティア・市民活動団体催しで

市民活動センターで行われるもの ▲

市内の他の場所で行われるもの ■

ぼらぷら休業日 ■



助成金助成金情報情報
助成金等名称

〔申請等期日・期間〕 助成内容 問合・申込先

やさしさにありがとう
ひょうごプロジェクト
第１０回助成団体
募集

〔募集期間〕
２０２６年２月１１日
　　　　～５月２０日

社会的課題を新しい手法で解決しようとしている意欲あふれ
る市民団体を賛同企業・コープこうべとともに応援していく
助成制度です。

〔助成対象団体の要件＊抜粋〕
兵庫県で公益的な活動を行い、2026 年 4 月 1 日現在、団体
設立から 1 年以上経過している NPO 法人・ボランティアグ
ループ・一般社団法人・その他

〔助成内容・助成金額〕
●地域の課題解決事業

人と人とが助け合い、支え合い、誰もが安心して地域の中で
暮らせるように、取り組む活動を助成

　【１団体 上限５０万円】
●食に関する緊急助成
　物価高騰の中、食に関する支援を行っている団体を助成
　※対象者に子ども、若者が必ず含まれること
　【１団体 上限１０万円】

〔オンライン説明会〕※両日とも同じ内容です
第１回　３月６日（金）　15：00 ～ 15：45
第２回　４月７日（火）　11：00 ～ 11：45

（公財）コープともしび
ボランティア振興財団
〒 658-0081　
神戸市東灘区田中町
5 丁目 3-20　
生活文化センター
本館 2 階
TEL：078-412-3930
FAX：078-412-3871
※募集要項、申請書は
ホームページからダウン
ロードできます。
https://www.tomoshibi-
found.or.jp/

＼ HP はこちらから／

■研修会のご案内■ 

●日時
　３月６日（金）１０：００～
●会場
　三木市立市民活動センター
●研修内容
　高齢者の口腔ケアについて
●参加対象者
　本事業の対象でない方も、
　どなたでも参加できます。

三木市在住の６５歳以上の方へ！三木市在住の６５歳以上の方へ！

高齢者ボランティアポイント事業高齢者ボランティアポイント事業

登録は随時受付中！
お気軽にご相談ください！

　三木市高齢者ボランティアポイント事業は、活動者
として登録を行い、指定の施設で活動します。
活動１時間につき１ポイント（１日上限２ポイント）
もらえます。貯まったポイントは年間５０ポイントが
上限で年間５，０００円と交換できます。　

　●対象者
　　三木市在住の６５歳以上の方
　●活動内容
　　・施設行事の手伝い　　　
　　・ドライヤーかけの補助
　　・将棋などゲームの相手
　　・利用者の話し相手　など　 問い合わせ先：☎０７９４－８３－００９０

令和７年度 令和７年度 県民ボランタリー活動助成 〔交付申請〕県民ボランタリー活動助成 〔交付申請〕
お忘れない

ですか？ 　　エントリー （事前申請） が受理されたグループ ・団体は、 申請条件が整いましたら

交付申請書兼請求書をご提出ください。

《申請条件》 令和 7 年 4 月 1 日～令和 8 年 3 月 31 日の間で、 次の条件を満たしていること。

1．１２日以上の活動（事業）を実施

2．４万円（税込金額）以上の対象経費の支出

※最終提出期限は、※最終提出期限は、 令和 8年 4月 1日 ( 水 )令和 8年 4月 1日 ( 水 ) までです。までです。

　　3 月末頃は窓口が混み合うことが予想されます。　　3 月末頃は窓口が混み合うことが予想されます。

　　既に条件を満たされているグループ ・団体は、 早めの相談 ・提出をお願いいたします。　　既に条件を満たされているグループ ・団体は、 早めの相談 ・提出をお願いいたします。

まずは下書きから
　　　　ご相談ください♪

ボランタリー活動プラザみきでは、 毎年各種団体と協働し、 ボランティア養成

講座を開講しています。 来年度の講座に向けて、 受講から活動を始めた

ボランティアの皆さんに、 きっかけや感想を伺いました。

あなたもボランティア養成講座で、 新しい一歩を踏み出してみませんか。

Q １． ボランティア養成講座を受講しようと思ったQ １． ボランティア養成講座を受講しようと思った

　　　　　きっかけを教えてください。　　　　　きっかけを教えてください。

Q ２． 講座を受けた感想やQ ２． 講座を受けた感想や

　　　　　印象に残っていることを教えてください。　　　　　印象に残っていることを教えてください。

Q ３． 講座から実際に活動をはじめてみてQ ３． 講座から実際に活動をはじめてみて

　　　　　感想や、 やりがいを聞かせてください。　　　　　感想や、 やりがいを聞かせてください。

Q ４． これから講座に参加しようとしている方へQ ４． これから講座に参加しようとしている方へ

　　　　　メッセージをお願いします！　　　　　メッセージをお願いします！

以前から関心を持っており、ちょうど退職して
時間があった時に講座の募集を知りました。

令和８年度のボランティア養成講座については順次ご案内いたします！

点字で表現することはむずかしい。でもその
むずかしさを「おもしろい」と感じました。

講座を受けたことで当事者の存在や、
多様なボランティア活動など全然知らない世界
の話を知ることができたことが楽しかったで
す。自分の価値観や世界観が広がりました。

「楽器が弾けなくても、一緒に歌って音を鳴ら
して楽しんだらいい」という言葉が印象に残っ
ています。講座をきっかけに友達ができ、一緒
に活動をはじめられたことも心強かったです。

パソコンが苦手だという事をメンバーに相談し
たところ、パソコンや手書きでの要約筆記だけ
ではなく当事者団体の運営サポートもあること
を知り、活動をやっていこうと思いました。

メンバー同士、得意不得意を補い合って活動し
ています。また、活動を通じて高齢者から子ど
もまでいろんな人と関わることも楽しみです。
毎回反応がさまざまで、その都度勉強になって
います。

ボランティアは誰かのためとよく言われるけれ
ど、「自分のため」のボランティア活動があっ
ても良いと思います。男性は特に仕事中心にな
りがちだと思いますが、自分自身は講座受講を
きっかけに社会参加ができ、コミュニケーショ
ンの大切さを学びました。気構えず、リラック
スした気持ちで参加してください。

受講すると何か活動しないといけないと思って
しまうかもしれないけど、とりあえず知ってみ
ようかなという気軽な気持ちでまずは参加して
みてほしいです。

「音楽療法」と聞くとむずかしく感じるかもし
れませんが、歌と音楽が好きな人なら大丈夫で
す。興味があったら気軽に受講してみてくださ
い。体感することが一番です。

講座名 講座名
★ 聴き上手ボランティア講座 ★ 点訳ボランティア初級技術講座

★ 聞こえのサポートボランティア入門講座 ★ 託児ボランティア養成講座

★ 音楽療法ボランティア入門講座 ★ 伴走 ・伴歩ボランティア養成講座

★ 盲ろう者通訳介助ボランティア養成講座

他のボランティアで一緒になった人に誘われて
受講してみました。

自分でも人の役に立つことができることがある
かなと思い、講座を申し込みました。人とつな
がりたいという思いもありました。

★

★

★

★

★
★

活動者の皆さんにインタビュー！

★

お花を持って自宅に訪問し、お話をすることが
楽しい。「来月も来てくれるのを楽しみにして
いるよ」と言ってもらえると嬉しくなります。

退職してから仕事以外のことを知ることが
できて楽しいです。託児で関わる子どもたちに
私たちが励まされ、パワーをいただいています。


